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越
美
山
地
緑
の
回
廊能

郷
白
山
と
温
見
峠

　

越
美
山
地
緑
の
回
廊
は
、
越
美
山
地
の
国
有

林
（
延
長
六
六
㌔
㍍
、
面
積
七
二
六
〇
㌶
）
に

設
置
さ
れ
て
い
る
保
護
林
を
連
結
す
る
こ
と
に

よ
り
、
野
生
動
植
物
の
移
動
経
路
を
確
保
し
、

よ
り
広
範
か
つ
効
果
的
な
森
林
生
態
系
の
保
全

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
、
能
郷
白
山
ブ
ナ
植
物
群
落
保
護

林
は
、
面
積
六
四
一
㌶
、
日
本
の
原
生
的
な
ブ

ナ
帯
連
続
性
に
お
い
て
重
要
な
林
分
と
な
っ
て

い
ま
す
。

※�

越
美
と
い
う
名
前
は
、
越
前
（
福
井
県
）
と

美
濃
（
岐
阜
県
）
の
頭
文
字
で
す
。

　

能
郷
白
山
は
、
岐
阜
県
と
福
井
県
に
ま
た
が

り
、
標
高
は
一
、六
一
七
㍍
、
太
平
洋
と
日
本

海
の
分
水
嶺
と
な
っ
て
い
ま
す
。
山
頂
か
ら
は

伊
吹
山
・
加
賀
白
山
・
恵
那
山
・
北
ア
ル
プ
ス

等
の
三
六
〇
度
の
展
望
が
広
が
り
ま
す
。

　
（
加
賀
白
山
を
開
い
た
泰
澄
上
人
が
、
加
賀

白
山
の
山
頂
か
ら
見
渡
し
た
と
き
、こ
の
山（
能

郷
白
山
）
が
目
に
と
ま
り
、
白
山
権
現
の
分
祀

を
思
い
つ
き
、
開
山
し
祠
を
祀
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。）

　

温
見
峠
は
、
福
井
県
大
野
市
と
岐
阜
県
本
巣

市
根
尾
を
結
ぶ
国
道
一
五
七
号
線
の
峠
。（
最

高
地
点
の
標
高
は
一
、〇
五
〇
㍍
）

　

能
郷
白
山
の
鞍
部
に
あ
り
、
峠
の
名
前
は
旧

西
谷
村
に
あ
っ
た
集
落
の
名
前
に
由
来
し
ま

す
。
現
在
も
大
野
市
温
見
と
し
て
名
前
は
残
る

も
廃
村
と
な
っ
て
お
り
、
当
時
の
建
物
は
一
切

残
っ
て
お
ら
ず
、
岐
阜
県
側
の
根
尾
村
大
河
原

（
現
在
の
本
巣
市
根
尾
大
河
原
）
は
、
冬
期
無

人
集
落
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
的
に
は
、鎌
倉
時
代
は
、越
前
府
中
（
福

井
県
越
前
市
）
と
鎌
倉
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）

と
を
結
ぶ
最
短
ル
ー
ト
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
江

戸
時
代
は
結
城
秀
康
が
関
所
を
設
け
て
福
井
藩

へ
の
敵
の
侵
入
を
監
視
し
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
本
巣
市
根
尾
大
河
原
か
ら
黒
津
間
が

路
肩
決
壊
に
よ
り
現
在
通
行
止
め
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

登
山
ル
ー
ト
は
、
岐
阜
県
本
巣
市
能
郷
谷
か

ら
登
る
ル
ー
ト
と
、
国
道
一
五
七
号
の
岐
阜
県

と
福
井
県
境
の
温
見
峠
か
ら
登
る
ル
ー
ト
が
あ

り
ま
す
。（
か
け
が
え
の
な
い
自
然
、
大
切
な

森
林
を
み
ん
な
で
守
り
育
て
ま
し
ょ
う
。）

能
郷
白
山
へ
の
ア
ク
セ
ス

　

名
神
高
速
Ｉ
Ｃ
か
ら
本
巣
市
樽
見
よ
り
能
郷

を
経
て
四
・
八
㌔
㍍
、
約
三
時
間
三
〇
分
。　

　

温
見
峠
か
ら
は
二
・
四
㌔
㍍
、
約
一
時
間

三
〇
分
。

◎
全
国
安
全
週
間

　

７
月
１
〜
７
日　

◎
治
山
課
長
会
議

　

７
月
２
日　

林
野
庁

◎
国
有
林
・
民
有
林
治
山
ヒ
ア
リ
ン
グ

　

７
月
８
〜
９
日　

林
野
庁

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

７
月
15
・
30
日

　
　

富
山
・
木
曽
署
管
内

大
河
原
国
有
林
か
ら
能
郷
白
山
を
望
む

ブ
ナ
の
原
生
林

白
山
権
現
分
祀
の
祠
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